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   農業者の皆さまへ

清瀬市農業委員会からのお知らせ（№22）

　
昨
年
９
月
に
来
襲

し
た
台
風
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
２
月
2

０
日
（

木
）
「

Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー

ル

（

昭
島
市
民
会

館
）
」

で
農
業
委
員

会
・
農
業
者
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、

国
及

び
東
京
都
に
対
す
る

都
市
農
業
の
振
興
と

都
市
農
地
保
全
に
関

す
る
要
望
や
農
業
委

員
会
活
動
に
関
す
る

協
議
が
さ
れ
可
決

し
、

企
業
的
農
業
経

営
・
農
業
後
継
者
・

農
業
功
労
者
等
の
顕

彰
及
び
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に

は
、

農
業
委
員
を
は

じ
め
、

各
顕
彰
の
受

賞
者
、

来
賓
な
ど
多

数
の
方
の
参
加
が
あ

り
、

清
瀬
市
か
ら

は
、

受
賞
さ
れ
た
皆

様
と
農
業
委
員
の
総

勢
１
９
名
が
出
席
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
清
瀬

市
農
業
の
発
展
の
た

め
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

　
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会

連
合
会
（

構
成
１
７
団
体
）

が
管
内
で
特
に
優
秀
な
農
業

者
を
表
彰
す
る
「

令
和
元
年

度
度
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

表
彰
式
」

が
令
和
２
年
２
月

４
日
（

火
）
「

立
川
市
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ム
」

で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、

下
宿
で
人
参
や

葱
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
山

本
昭
夫
さ
ん
が
、

野
菜
部
門

で
優
秀
農
業
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

表
彰
式
で
は
北
多

摩
地
区
の
受
賞
者
を
代
表
し

て
代
表
謝
辞
を
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
１
２
月
５
日
、

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン

ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
令
和

元
年
度
全
国
優
良
経
営
体
表

彰
が
行
わ
れ
、

経
営
改
善
部

門
で
、

下
清
戸
の
小
寺
正
明

さ
ん
が
東
京
都
初
と
な
る

「

全
国
優
良
経
営
体
表
彰
農

林
水
産
省
経
営
局
長
賞
」

を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、

全
国
の
農

業
会
議
等
よ
り
推
薦
さ
れ

た
、

数
多
く
の
優
良
な
農
業

経
営
を
さ
れ
て
い
る
経
営
体

（

法
人
等
）

を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

北
多
摩
地
区

農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

全
国
優
良
経
営
体
表
彰

経
営
改
善
部
門

農
林
水
産
経
営
局
長
賞
受
賞

第
６
１
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

松
村
一
夫

様

農
業
後
継
者
顕
彰

松
村
圭
和

様

農
業
後
継
者
顕
彰

松
村
佳
則

様

農
業
委
員
会
等
功
労
賞

松
村
俊
夫

様

農
業
功
労
者
感
謝
状

野
村
金
治

様

農
業
後
継
者
顕
彰

野
村
浩
敬

様

山
本
昭
夫

様

小
寺
正
明

様



都市農地の貸借の円滑化に関する法律について

貸 借 を す る た め の 要 件

「都市農地の貸借の円滑化に関する法律」は生産緑地を対象とした貸

借をするための法律です。相続税納税猶予適用農地でも貸借が可能です。

農業委員会（産業振興課内） Tell 042-492-5111

利用状況の報告

事業認定を受けた者は毎事業年度３か月以内に当該認定にかかる生産緑地

の利用状況を区市町村に報告が必要になります。

農業者以外が都市農地貸借円滑化法を使用し下記の事業を行う事が可能。

①農地を所有していない第三者が市民農園の開設。

②農業者以外が農地を貸借すること。

※①②のために農地を借りるには条件が異なってきます。

詳細は農業委員会にお問い合わせください。

貸借までの流れ

農業者が借りるためには以下の①～③の要件をすべて満たし、事業

計画を市町村に提出し農業委員会の承認を得る必要があります。
①都市農業の有する機能を発揮する計画である事。

②農地のすべてを効率的に利用すること。

③周辺の地域における農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障が生

じないこと。

生産緑地



①貸借期間満了時に農地は必ず所有者へ返還されます。

例えば貸借期間を１年間と定めれば、１年後には合意解約を要せず、

農地が所有者へ戻ります。

農地が貸借しやすくなりました。

【重要】相続税納税猶予制度を継続するためには税務署に届出が必要

これまでは、相続税納税猶予制度が適用された農地を貸借した場合、

期限の確定となり、打切りになりました。しかし、この新法で貸借

をした場合は相続税納税猶予制度が継続されます。継続するために

は下記のタイミングで届出が必要になります。

①貸借開始時

所有者自らが市区町村長の証明書を添付し、届出書を税務署に提出

する必要があります。

②貸借終了時

貸借期間の満了時に税務署へ届出が必要になります。貸借期間を過

ぎて貸借を続けていると無断貸借になり、期限の確定となります。

生産緑地の貸借中に農地の所有者（貸主）に相続が発生した場合、

その所有者が借受人の年間従事者日数の１割以上の日数を従事して

いれば、「農業の主たる従事者」と認められます。農地所有者が

「農業の主たる従事者」と認められるためには、認定申請書に農地

所有者（貸付人）の従事内容を記載し、市に毎年報告をすることが

求められます。

農地の貸主（所有者）も主たる従事者と認められます。

相続税納税猶予制度の適用農地でも貸借が可能です。

生産緑地を貸したい方がいらっしゃいましたら、産業振興課にお越しください。

貸借中の相続について

・無償（使用貸借）で貸借を行った場合は、相続があった場合に返還できる

ような契約ができます。

・有償（賃貸借）で貸借の場合は相続があった場合に返還する契約ができま

せん。

が→に 修正



◎毎週水曜日開催
午前10時 中里地域市民センター前

午前11時 旭が丘団地自治会前広場

午前12時 清瀬市役所前

市民農園講習会
農地利用状況調査
東京都GAP勉強会
農作物生産状況調査
農地利用状況調査
都市農地制度勉強会
清瀬市農業まつり実施
農畜産物品評会表彰式
農業者大会参加

令和２年度の主な農業予算（農業費）の概要
令和２年3月市議会定例会で審議
農業委員会活動事業

農業委員会の所轄事務等を遂行するため

・

・
砂塵対策等に有効な緑肥種子を配付 ●

・ ・

消費者庁食品表示企画課03-3507-8800（大代表）

・ ・ 東京都内の事業者の方

市民を新規雇用した際の経費の一部を補助
・ 東京都食品表示相談ダイヤル03-5320-5989

● 食の安全性に係るものの相談窓口

・ 多摩小平保健所 042-450-3111

平成31年
令 和 元 年

4月
6月

品評会審査の風景農業者大会の会場

1,200千円 食品表示の全般的な内容（機能性表示食品を含む）

7月
8月

300千円

13,137千円

10月

都市農業活性化支援事業
３戸以上の農業団体が導入する施設等の

9,595千円

令 和 元 年
令 和 元 年

令 和 ２ 年 2月

 
農
業
委
員
会
で
は
、
「

毎

日
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
で
農

地
の
保
全
と
活
用
に
取
り
組

も
う
」

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
農

地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

毎
年
6
月
と
9

月
に
は
、

農
業
委
員
会
と
ま

ち
づ
く
り
課
職
員
等
で
大
規

模
な
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
農
地
法
第
3
0

条
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
で

重
要
な
農
業
委
員
会
活
動
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

対
象

農
地
は
市
内
全
域
で
、

管
理

不
十
分
な
農
地
が
あ
っ

た
場

合
に
必
要
な
指
導
を
行
い
ま

す
。

都
市
の
農
地
は
相
続
税

納
税
猶
予
制
度
な
ど
の
措
置

が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で

農
業
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

引
き
続
き
、

農
地
の
適
切
な

管
理
と
調
査
に
対
す
る
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、

近
年
、

畑
の
境
木

等
の
枝
が
道
路
・
歩
道
な
ど

に
ま
で
伸
び
て
い
て
ぶ
つ

か
っ

て
怪
我
を
し
そ
う
に

な
っ

た
、

強
風
で
農
業
資
材

が
畑
か
ら
道
路
に
飛
び
出
し

て
い
て
足
に
絡
ま
り
転
ん
だ

等
の
苦
情
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、

適
正
な
管
理

を
合
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

栄養成分表示の義務化

11月

12月

令 和 元 年
令 和 元 年

9月

　
市
内
中
学
校
の
職
場
体
験
で
農
業

を
希
望
し
た
生
徒
を
受
入
れ
い
た
だ

い
た
農
業
者
と
関
係
団
体
の
皆
様
方

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
中
学
二
年
生
1
1
6
名
を
延
べ

3
5
軒
の
農
業
者
の
皆
様
に
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に必要な費用。
農業振興対策事業（補助金）

令 和 元 年
令 和 元 年

従来食品表示は複数の法律に定めがありそこ
で「食品衛生法」「ＪＡＳ法」「健康増進
法」の３法の食品の表示に係る規定を一元化
した「食品表示法」が施行されました。

清瀬市出荷改善事業

整備費の一部を都の事業を活用し補助
砂塵対策及び環境美化事業

3,500千円地域農業者支援事業

（生分解ﾏﾙﾁ等）の購入費の一部を補助

市内産ＰＲ用出荷容器の購入
農業分野雇用促進補助金 200千円

パイプハウスの張替や農機具、農業資材

この新法に基づく栄養成分表示への完全移行
の猶予期間は、2020年3月31日までとなり
ます。それまでに製品の表示（ラベル）の改
定などが必要です。

東京都保健福祉局健康安全食品監視課

食品表示法　相談窓口

平成31（令和元）年度の農業委員会活動等

農
地
の

管
理
は
適
切
に

令
和
元
年
度
の
中
学
生
農
業
体
験
の
実
施

き
よ
せ
直
売
会
及
び
J
A
東
京

み
ら
い
の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
産

地
消
の
促
進
の
た
め
市
内
産
農
産

物
等
の
移
動
販
売
を
毎
週
水
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。
各
所
概
ね
３

０
分
の
開
催
で
す
が
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
売
切
れ
次
第
終
了
。
ま
た
、
端
境
期
、

年
末
年
始
、
悪
天
等
に
よ
り
早
期
終
了
又

は
中
止
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

市
内
産
農
産
物
等
の
移
動
販
売
を
開
催



　

　

サイドミラーと大型特殊免許が必要！

今
年
度
、

清
瀬
市
で
は
ベ
ジ

フ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー

の
会
員
の

皆
様
が
Ｊ
G
A
P
の
団
体
認

証
を
取
得
し
ま
し
た
。

清
瀬

市
内
で
は
初
の
団
体
認
証
と

な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

①
農
作
業
機
器
を
装
着
し
て
も
、
灯
火
器
類
が
他
の

交
通
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
。

②
機
体
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。
作
業
機
を
付
け
て

も
、
安
定
性
（
傾
斜
角
度
）
の
保
安
基
準
を
満
た
せ

ば
、
通
常
の
速
度
で
走
行
で
き
ま
す
が
、
こ
の
条
件

を
満
た
せ
な
い
場
合
は
時
速
１
５
キ
ロ
以
内
で
走
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
き
さ
で
大
型
特
殊
免
許
等
が
必
要

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
単
体
で
、
長
さ
4
.
7
ｍ
、
幅

1
.
7
ｍ
、
高
さ
2
.
0
ｍ
を
超
え
る
場
合
に
は
大

型
特
殊
免
許
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
幅
が
2
.
5
ｍ

を
超
え
た
場
合
は
特
殊
車
両
通
行
許
可
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

ま
た
公
道
を
走
る
場
合
ナ
ン
バ
ー
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
・
（
一
社
）
日
本
農
業

機
械
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
京
都
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
と
は

農
地
の

ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
直
装
型
作
業
機
を
装
着
し
た
ト

ラ
ク
タ
ー
の
公
道
の
走
行
が
条
件
を
満
た
せ
ば

可
能
に
な
り
ま
し
た
！

特
定
生
産
緑
地
制
度
・
都
市
農

地
貸
借
の
円
滑
化
法
の
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た

市
内
の
農
業
者
を
対
象

に
東
京
都
G
A
P
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た

新
た
な
農
地
に
関
す
る
制

度
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

生
産
緑
地
を
所
有
す
る
農
業

者
な
ど
を
対
象
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
（
令

和
元
年
１
０
月
２
１
日
）
及

び
J
A
東
京
み
ら
い
清
瀬
支

店
（
同
１
０
月
２
４
）
に
て

一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業

会
議
松
澤
龍
人
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
勉
強
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

生
産
緑
地
法
の
概
要
を
元

に
特
定
生
産
緑
地
制
度
、
都

市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
都
G
A
P
と
は
持

続
可
能
な
東
京
農
業
の
実

現
と
東
京
２
０
２
0
大
会

に
お
け
る
都
内
産
農
産
物

の
活
用
に
向
け
て
、
都
市

農
業
の
特
徴
を
反
映
し
た

東
京
都
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
制
度
で
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

取
得
す
る
事
で
食
品
安
全

や
品
質
向
上
に
繋
が
る
事

や
経
営
の
改
善
等
が
図
ら

れ
ま
す
。
認
証
を
受
け
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
中
央

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
都
G
A
P
の
令
和
元

年
度
の
認
証
者
＝
金
子
真

治
様
・
横
山
直
樹
様

【
問
合
せ
】
東
京
都
中
央
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
２
‐
４
６
５
‐
９
８
８

２

東
京
都
G
A
P
の
促
進

の
た
め
に
東
京
都
中
央
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
普

及
指
導
員
の
中
野
優
輝
氏

を
お
招
き
し
、
令
和
元
年

7
月
２
２
日
（
月
）
に
コ
ミ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り

に
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
G
A
P
は
日
々
の

農
作
業
の
中
に
潜
ん
で
い

る
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
し
、

よ
り
良
い
農
業
を
目
指
す

改
善
活
動
で
あ
り
、
「
食
品

安
全
」
「
労
働
安
全
」
「
環

境
保
全
」
等
の
説
明
と
取

組
に
よ
る
出
荷
物
の
安
全

性
向
上
な
ど
事
例
紹
介
や

G
A
P
認
証
を
め
ぐ
る
状

況
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

市
内
初
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証



　
令
和
元
年
９
月
の
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

に
対
し
ま
し
て
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
農
業
共
済
加
入
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、

施
設
園
芸
共

済
、

農
作
物
共
済
、

家
畜
共
済
、

果
樹
共
済
な
ど
へ
の
加
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
新
た
に
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
収
入
減
少
を
補
填
す
る

「
収
入
保
険
制
度
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
農
業
者
が
保
険
期
間
に
生
産
・
販
売
す
る
農

作
物
の
販
売
収
入
全
体
が
対
象
で
す
。

農
業
者
ご
と
、

保
険

期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
8
0
％
（

補
償
限
度
）

を
下

回
っ

た
場
合
に
下
回
っ

た
９
割
（

支
払
率
）

を
補
填
し
ま

す
。

加
入
時
に
青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
分
必
要
で
す
。

（

令
和
２
年
分
の
農
業
所
得
か
ら
青
色
申
告
を
開
始
す
れ
ば

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。
）

最
高
で
6
5
万
円
の
特
別
控
除
や
損
失
額
の
繰
り
越
し
や
繰

り
戻
し
な
ど
メ
リ
ッ

ト
も
た
く
さ
ん
で
す
。

　
詳
細
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【

問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
N
O
S
A
I

東
京
（

東
京
都
農
業
共
済
組
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
4
2
ー

3
8
1
ー

7
1
1
1

　
農
業
者
年
金
は
、

加
入
者
・
受
給

者
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立
方
式

（

確
定
拠
出
型
）

の
公
的
年
金
と
し

て
平
成
十
四
年
一
月
よ
り
ス
タ
ー

ト

し
た
年
金
制
度
で
す
。

老
後
の
生
活

の
蓄
え
に
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
て
は
、

い
か
が

で
し
ょ

う
か
。

・
加
入
で
き
る
方

　
二
十
歳
以
上
、

六
十
歳
未
満
の
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間

六
十
日
以
上
農
業
従
事
し
て
い
る

方
。

・
保
険
料
の
金
額

　
月
額
二
万
円
～

六
万
七
千
円
の
間

で
、

千
円
単
位
で
保
険
料
の
額
を
選

ぶ
事
が
で
き
ま
す
。

・
終
身
年
金
で
八
十
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

・
税
制
面
で
の
優
遇
措
置

　
支
払
う
保
険
料
は
全
額
（

最
高
年

額
八
十
万
四
千
円
）

が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
全
国
農
業
新
聞
は
、

農
業
委
員
会

系
統
組
織
の
情
報
機
関
紙
と
し
て
、

全
国
農
業
会
議
所
が
、

毎
週
金
曜
日

に
発
行
す
る
週
刊
紙
で
す
。

農
業
者

に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
の
で
是

非
一
度
購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
ヵ

月
の
購
読
料
7
0
0
円
（

平
成

2
９
年
4
月
よ
り
）

申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、

農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
2
年
7
月
2
0
日
よ
り
農
業
委
員
会

が
改
選
に
よ
り
新
体
制
と
な
り
ま
す
。

新

委
員
は
改
め
て
次
回
の
農
業
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、

農
業
者
の
地
位
向
上
や

意
見
を
代
表
し
て
集
約
す
る
行
政
委
員
会
と

し
て
様
々
な
問
題
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、

農
業
委
員
会
事
務
が
適
切
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
務
め
る
た
め
に
、
「

令
和

2
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活

動
点
検
・
評
価
案
」

と
「

令
和
元
年
度
の
目

標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
案
」

を
公
表
し
て
、

ご
意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

・
公
表
期
間
　
4
月
６
日
～

５
月
7
日

・
場
所

　
清
瀬
市
農
業
委
員
会
事
務
局
窓
口
（

産
業

振
興
課
）
、

清
瀬
市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.

k
i
y
o
s
e
.
l
g
.
j
p
/
）

ト
ッ

プ

ペ
ー

ジ
→

産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
→

農
業
委
員
会

→

清
瀬
市
農
業
委
員
会
の
活
動
点
検
（

案
）

等
の
公
表
に
つ
い
て

・
記
入
事
項

住
所
、

氏
名
、
「

活
動
点
検
・
評
価
案
」
、

「

活
動
計
画
案
」

ど
ち
ら
に
対
す
る
意
見
か

を
明
記
（

任
意
様
式
）
。

必
要
事
項
の
明
記

が
な
い
場
合
は
、

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
提
出
方
法

①
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
持
参

②
郵
送

③
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
（

0
4
2
‐

4
9
2
‐

2
4
1
5

)

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
、

行
っ

て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

・
提
出
期
限
　
4
月
８
日
～

５
月
１
日

　
農
業
委
員
会
で
は
、

東
京
都
農
業
会
議
の
職
員
を
講
師
に

招
き
市
役
所
等
に
て
、

毎
月
１
回
の
農
業
簿
記
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
、

初
歩
的
な
こ
と
や
記
帳
方
法
な
ど
で
す
。

市
内
の
農
業
者
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

受

講
料
は
無
料
で
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
「

参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
」

も
し
く
は
「

講
座
に
興
味
が
あ
る
方
」

は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【

問
合
わ
せ
先
】

清
瀬
市
農
業
委
員
会
事
務
局

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て

み
ま
せ
ん
か

農
業
共
済
（
N
O
S
A
I

）
加
入
の
ご
案
内

青
色
申
告
を
始
め
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
簿
記
講
座
参
加
者
募
集


